
滋賀県立大学人間文化学部
地域文化学科
2023 OPEN CAMPUS

2023年7月22日（土）
23日（日）

午前９時半～午後３時
場所：滋賀県立大学
D0棟202会議室他

学科紹介・入試説明会・模擬講義
学生の活動・研究発表、勾玉製作・CGによ
る古民家復原・デジタルマッピング体験

あります！

OPEN CAMPUS
スケジュール

地域文化学科
website

滋賀県立大学
OPEN CAMPUS



地域⽂化学科
メイン会場
D0-202

受付後にこちらに
お越しください︕

総合受付
交流センター

OPEN CAMPUS 2023 地域⽂化学科催し
テーマ メイン会場
⽇時 D0-202会議室

⽇ 時間 項⽬ 企画名・企画内容 場所

9：30〜15:00 展⽰ 地域⽂化とは何か―フィールドワークの世界・歴史の謎を探る−
D0-202会議
室

9：30〜15:00 展⽰ 県⼤ミニ博物館
交流センター
展⽰スペース

9：30〜15:00 体験 （考古学）勾⽟を作ってみよう！作った勾⽟は持って帰れます。 D3-101

9：30〜15:00 体験
（保存修景）CGによる古⺠家復原体験
簡単なアニメーションや写真も使ったCGなどの作成体験ができま
す。

D6-105

9：30〜15:00 体験
（地理学）デジタルマッピングに挑戦
中学社会や⾼校地理の授業でも使われている無料のGISソフトを使
い，いろいろなデータを地図化します．

D2-102

22⽇（⼟）
学⽣が語る地域⽂化
1．考古学「彦根市荒神⼭古墳群の発掘調査ー巨⼤⽯室を掘るー」
2．近江楽座  「政所茶レン茶”ー 学⽣の⼒で地域に貢献」

23⽇（⽇）

学⽣が語る地域⽂化
1. 考古学「彦根市荒神⼭古墳群の発掘調査ー巨⼤⽯室を掘るー」
2. 社会学「地域から社会へーロックフェスでのフィールドワークか
ら学ぶ地域⽂化学科ー」

22⽇（⼟）
萩原  和 准教授「景観まちづくりの視点とは」
2004年に景観法が制定されてもうすぐ20年。既存の法律の隙間を埋
める取り組みとして景観法の可能性や課題について概観します。

23⽇（⽇）

⽊村可奈⼦ 講師「漢字と東アジア」
わたしたちが毎⽇使⽤する漢字。中国から伝来したこの⽂字は⽇本
以外の東アジアの国々でも使⽤され、東アジアの⼈々の共通の⽂化
基盤となってきました。今回の講義では東アジアに広がる感じの世
界がどのようなものなのか⾒ていきます。

13:30〜14:00 説明会
学科紹介・⼊試説明会
地域⽂化学科で学べる事、その魅⼒と多様性を紹介します。

9：30〜15:00 相談会
地域⽂化学科について先輩・先⽣に聞こう
フィールドワークってどんなことをやるの？
先輩たちがその楽しさを熱く語ります。

両⽇

両⽇

2023年7⽉22⽇（⼟）、23⽇（⽇）
フィールドに学び、フィールドを拓く

模擬
講義

13:00〜13:30

10:00〜10:30 発表

D0-202会議
室


